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問問合せ　申申込み

催し物などが中止や延期となる可能性があります。

いただくか、担当部署にお問い合わせください。

８月は佐野市人権対策推進市民運動強調月間です

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

問合せ＝人権・男女共同参画課☎（６１）１１４０

　市では、８月を佐野市人権対策推進市民運動強調月間と定め、関連イベントなどを行っています。

８月２６日（木）に ハートフルフェスタを開催！
　佐野市文化会館で新型コロナウイルス感染症対策を講じて開催します。

表彰式（大ホール）　

▼時間＝午後６時～６時３０分

・佐野市小中学生人権啓発ポスター展入賞者、

佐野市小学生人権書道展入賞者の表彰

人権講演会（大ホール）　

▼時間＝午後６時４０分～７時４０分

▼演題＝夢のある人生を！

　　　　～コロナ禍に負けない自分らしい生き方を見つけよう～

▼講師＝木山裕策さん（歌手） 

※手話通訳・要約筆記あり

人権啓発ポスター展・人権書道展・人権パネル展（展示室Ａ）

▼時間＝午後３時３０分～８時

・人権啓発ポスター展、人権書道展入賞作品の展示　・人権問題のパネル展示

困りごと・人権相談（受付 : 展示室 A）

▼時間＝午後３時３０分～５時　

・人権擁護委員による無料相談　

※大ホールの催しは事前申込みが必要です。（定員４００人　入場無料）

■申込＝８月１９日（木）までに、氏名、住所、電話番号を明記の上、電話、ファクスまたはメールに

て人権・男女共同参画課まで　☎（６１）１１４０、FAX（６１）１１４２
  　 jinkenkakari@city.sano.lg.jp

木山裕策さん

人権三法をご存じですか？
　平成２８（２０１６）年度に差別を解消するための３つの法律が施行されました。施行から５年

目の今、お互いを認め合い誰もが自分らしく生きるため、あらためて人権について考えてみませんか。

ヘイトスピーチ解消法
　特定の民族や国籍の人々

を排訴する差別的言動（ヘ

イトスピーチ）をなくすこ

とで、民族や国籍などの違

いを認め合い、互いの人権

を尊重しあう社会を築くこ

とを目指したものです。　
※正式名称は「本邦外出身者に対す

る不当な差別的言動の解消に向けた

取組の推進に関する法律」です

部落差別解消推進法
　現在もなお部落差別が存

在し、情報化の進展に伴い

部落差別に関する状況が変

化していることを踏まえた

上で「部落差別は許されな

いもの」という認識のもと、

部落差別のない社会の実現

を目指したものです。
※正式名称は「部落差別の解消の推

進に関する法律」です

障害者差別解消法障害者差別解消法
　障がいを理由とする差別

を解消するため、国・都道

府県・市町村や事業者など

に対し、不当な差別的取り

扱いを禁止し、合理的配慮

の提供を求めることで、障

がいのある人もない人も安

心して暮らせる社会の実現

を目指したものです。
※正式名称は「障害を理由とする差

別の解消に関する法律」です
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

最新の情報は市ホームページをご覧

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
（
栃
木
県
）
で

は
、
10
月
に
社
会
生
活
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
日
の
生
活
時

間
や
過
去
１
年
間
の
活
動
の
状
況

な
ど
社
会
生
活
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
な
ど
、
各
種
行
政

施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に

は
、
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
書
類
を
お
配

り
し
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
＝
大
町
、
赤
坂
町
、

赤
見
町
、
犬
伏
上
町
、
犬
伏
中
町
、

大
栗
町
、
高
萩
町
、
田
沼
町
、
御

神
楽
町
、
会
沢
町

問
（
調
査
に
つ
い
て
）
栃
木
県
統

計
課
人
口
労
働
統
計
担
当

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
２
４
６

（
記
事
に
つ
い
て
）
政
策
調
整
課

統
計
係
☎
（２０）
３
０
０
１

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
小
規
模
事

業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時
間

お
よ
び
雇
用
の
実
態
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
常
用
労
働
者
が
１
～
４
人
の

事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
対

象
地
区
の
全
て
の
事
業
所
に
調
査

員
が
訪
問
し
て
、
労
働
者
の
数
な

ど
を
お
尋
ね
し
、
常
用
労
働
者
が

１
～
４
人
の
事
業
所
に
対
し
て
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
対
象
地
区
＝
高
砂
町
、
田
沼
町
、

戸
室
町
、
山
越
町
の
一
部

問
（
調
査
に
つ
い
て
）
栃
木
県
統

計
課
人
口
労
働
統
計
担
当

☎
０
２
８
（
６
２
３
）
２
２
４
６

（
記
事
に
つ
い
て
）
政
策
調
整
課

統
計
係
☎
（２０）
３
０
０
１

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
、
年
金
保
険

料
を
納
め
た
場
合
に
、
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
（
令
和
３
年
度
は
年

額
78
万
９
０
０
円
）
を
受
給
で
き

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
期
間
や
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ

り
、
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に
満

た
な
い
場
合
、
そ
の
期
間
に
応
じ

て
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

65
歳
か
ら
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど
が

10
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本

国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
お
申

し
出
し
た
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
支
給
を
受
け
て
い
る
方
や
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
中
の
方
は
任
意

加
入
は
で
き
ま
せ
ん

問
医
療
保
険
課
☎
（２０）
３
０
１
９

栃
木
年
金
事
務
所

☎
０
２
８
２
（２２）
６
０
７
４

城
山
公
園
駐
輪
場
の
ご
案
内

　

24
時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
で
き

ま
す
。

▼
車
種
＝
自
転
車
の
み

▼
料
金
＝
24
時
間
ご
と
に
160
円

（
最
初
の
４
時
間
ま
で
は
無
料
）

▼
台
数
＝
62
台

▼
場
所
＝
左
図
の
と
お
り

問
都
市
整
備
課
☎
（２０）
３
１
０
１




